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 『 新潮文庫 時雨みち 』                    藤沢 周平／著 
 
にがい思い出だった。若かったとはいえ、よくあんな残酷な仕打ちが出来たものだ。出入りする
機屋の婿養子に望まれて、新右衛門は一度は断ったものの、身篭っていたおひさを捨てた。あれ
から二十余年、彼女はいま、苦界に身を沈めているという…。表題作「時雨みち」をはじめ、「滴
る汗」「幼い声」「亭主の仲間」等、人生のやるせなさ、男女の心の陰翳を、端正な文体で綴った
時代小説集。 

 

 

『 ちくま新書 英語と日本人 』                江利川 春雄／著 

英語ができるようになりたい！幕末に「半文明人」として西洋に蔑視された日本人は、懸命に英
語を学び近代化を成し遂げる。そこには挫折と希望が交錯した紆余曲折の物語があった。独学に
励む若者、日本人にふさわしい学習法の模索、辞書編纂者の苦闘、教科書の中の戦争と平和、
名・珍英語参考書の数々、英会話ブーム、小学校英語への賛否、グローバル人材育成や入試改革
の是非―英語教育史研究の第一人者が、日本人と英語の悪戦苦闘の歴史をたどり、未来を展望す
る決定版 

『 方舟 』                        夕木 春央／著 

大学時代の友達と従兄と一緒に山奥の地下建築を訪れた柊一は、偶然出会った三人家族ととも

に地下建築の中で夜を越すことになった。翌日の明け方、地震が発生し、扉が岩でふさがれ

た。さらに地盤に異変が起き、水が流入しはじめた。いずれ地下建築は水没する。そんな矢先

に殺人が起こった。だれか一人を犠牲にすれば脱出できる。タイムリミットまでおよそ１週

間。生贄には、その犯人がなるべきだ。―犯人以外の全員が、そう思った。 

『 宙ごはん 』                       町田 そのこ／著 

宙には、二人の母がいる。宙が小学校に上がるとき、花野と暮らし始める。待っていたのは、
ごはんも作らず子どもの世話もしない、授業参観には来ないのに恋人とデートに行く母親との
生活だった。代わりに手を差し伸べてくれたのは、商店街のビストロで働く佐伯だ。花野の中
学時代の後輩の佐伯は、毎日のごはんを用意してくれて、話し相手にもなってくれた。ある
日、花野への不満を溜め、堪えられなくなって家を飛び出した宙に、佐伯はとっておきのパン
ケーキを作ってくれ、レシピまで教えてくれた。その日から、宙は教わったレシピをノートに
書きとめつづけた。どこまでも温かく、やさしいやさしい希望の物語。 

 

『 われら闇より天を見る  』             クリス・ウィタカー／著 

アメリカの町ケープ・ヘイヴン。３０年前にひとりの少女が命を落とした事件は、いまなお町
に暗い影を落としている。自称無法者の少女ダッチェスは、３０年前の事件から立ち直れずに
いる母親と、まだ幼い弟とともに世の理不尽に抗いながら懸命に日々を送っていた。町の警察
署長ウォークは、かつての事件で親友のヴィンセントが逮捕されるに至った証言をいまだに悔
いており、過去に囚われたまま生きていた。彼らの町に刑期を終えたヴィンセントが帰ってく
る。彼の帰還はかりそめの平穏を乱し、ダッチェスとウォークを巻き込んでいく。そして、      
彼女たちがたどり着いたあまりにも哀しい真相とは―？ 


